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①相談体制の充実に向けて、言語聴覚士等専門的知見を有する人材の確保を進めるととも

に、就学後の途切れのない支援のための、福祉と教育の連携をさらに進めること。

②こどもの発達などに係る相談を受けるとともに、発達に関する支援を行う福祉と教育が

連携したワンストップの窓口を備えた施設について、市内全域から通いやすい適切な場

所への設置を検討すること。

３　途切れのない発達支援について

①こども誰でも通園制度を開始するに当たって、保育士の人材確保を重点的に進めること。

②公立園、私立園の役割分担を明確にするとともに、協力をしながら、保護者とこどもた

ちにとって利用しやすい制度として、運営すること。

４　こども誰でも通園制度について
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①民間で対応が難しい部分は行政が担い、行政で対応しきれない部分は民間が補完するな

ど、商工会議所や観光協会等と密接に連携して官民連携の取り組みをさらに進めること。

１　地域資源を活かした官民連携による地域活性化について

①農業集落排水事業は、人口減少による使用料収入の減少や処理施設の老朽化に伴う更新

費用の増加が見込まれるため、農業集落排水施設の統廃合や公共下水道への接続を検討

するなど効率的な維持管理を十分検討すること。なお、事業を始める際は、事前に綿密

な計画を策定し、着実に進めること。

２　農業集落排水事業の在り方について

①立地適正化計画を策定し、都市拠点の魅力を高めることで、

住民がその地域に住みたいと感じるような都市づくり、居住

誘導を進めること。なお、誘導区域外への無秩序な開発を防

ぐため、届出制度を適切に運用し、誘導区域外での開発動向を把握すること。また、災

害リスク分析等を実施し、災害リスクの高い地域への居住誘導は行わないこと。

３　立地適正化計画について

令和６年度提言事項の検証シートを公開します

　各委員会における所管事務調査に係る前年度提言事項の検証については、１月に開催した各委員

会において、行政の担当部局から事業の進捗状況などを聞き取り、検証を実施しました。検証した

内容については、各委員会の会議録を閲覧することで確認していただくことができますが、検証結

果を市民の皆さまにより分かりやすくお示しするために、各委員会で「検証シート」を作成し、市

議会ウェブサイトで公開しています。

各委員会の検証シートは、市議会ウェブサイトに全文を掲載しています。

ぜひご覧ください。
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